
2002年 出上の木簡
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１
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地
　
　
　
岐
阜
県
関
市
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尻
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２
　
調
査
期
間
　
　
一
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〇
二
年
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１４
）
三
月
―
九
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３
　
発
掘
機
関
　
　
関
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
田
中
弘
志

５
　
遺
跡
の
種
類
　
祭
祀
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
―
平
安
時
代

（八
世
紀
後
半
―
九
世
紀
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

弥
勒
寺
西
遺
跡
は
、
長
良
川
畔
に
位
置
す
る
国
指
定
史
跡
弥
勒
寺
跡

（ム
ゲ

ツ
氏
の
氏
寺
に
比
定
さ
れ
て
い
る
寺
院
跡
）

・
弥
勒
寺
東
遺
跡

（七
世
紀
後
半
の
ム

ゲ
ツ
氏
の
拠
点
及
び
律
令
制
下
の

武
義
郡
家
跡
）

。
池
尻
大
塚
古

墳

（ム
ゲ
ツ
氏
が
造
営
主
体
と
考

え
ら
れ
る
方
墳
）
か

ら

な

る

「弥
勒
寺
遺
跡
群
」
の

一
画
で
、

阜

弥
勒
寺
跡
の
西
側
の
谷
間
に
展

岐

開
し
た
祭
祀
及
び
工
房
の
跡
で

罪
あ
る
。
ム
ゲ
ツ
氏
は
、
軍
事

て

的

・
祭
祀
的
な
役
割
を
担
っ
て

ヤ
マ
ト
王
権
と
深
く
結
び
つ
い
た
伝
統
的
な
地
方
豪
族
で
、
壬
申
の
乱
で
は
大

海
人
皇
子
の
舎
人
、
身
毛
君
広
が
活
躍
し
た
。
記
紀
な
ど
の
史
料
に
は
牟
義

都

・
牟
下
津
な
ど
様
々
な
表
記
が
み
え
る
。

弥
勒
寺
跡
は
、
同
寺
所
用
の
軒
平
瓦
が
確
認
さ
れ
た
九
山
古
窯
跡

（美
濃
市

大
矢
田
）
と
あ
わ
せ
て
、　
一
九
二
九
年
に
国
史
跡

（「弥
勒
寺
跡
附
丸
山
古
窯

跡
影

に
指
定
さ
れ
た
。
法
起
寺
式
の
伽
監
配
置
を
と
り
、
川
原
寺
式
の
複
弁

蓮
華
文
軒
九
瓦

・
四
重
弧
文
軒
平
瓦

・
凸
面
布
目
平
瓦
を
も
つ
。
金
堂
、
塔
、

講
堂
、
南
門
、
南
門
に
取
り
付
く
掘
立
柱
塀
の
一
部
、
僧
坊
や
造
営
に
関
わ
る

工
房
跡
と
思
わ
れ
る
掘
立
柱
建
物
や
竪
穴
住
居
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

弥
勒
寺
東
遺
跡

（
一
九
九
四
―
二
〇
〇
〇
年
調
査
）
は
、
東
西
約
五
〇
ｍ
南
北

約
六
〇
ｍ
の
掘
立
柱
塀
で
囲
ま
れ
た
範
囲
に
、
正
殿
と
東
西
の
脇
殿
を

「品
」

字
形
に
配
置
し
た
郡
庁
院
、
東
西

一
三
〇
ｍ
の
溝
で
囲
ま
れ
た
倉
庫
が
建
ち
並

ぶ
正
倉
院
、
館
や
厨
家
の
段
階
的
な
変
遷
過
程
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
建
物
群
、

さ
ら
に
郡
庁
院
や
正
倉
院
の
下
層
で
、
勇
族
居
宅
や
評
家
と
考
え
ら
れ
る
大
型

の
掘
立
柱
建
物
群
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
寺
院
造
営
を
契
機
と
す
る
在
地
支
配

の
変
容
や
、
律
令
制
下
の
地
方
官
行
の
営
み
を
考
古
学
的
に
知
る
こ
と
が
で
き

る
稀
な
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
今
回
報
告
す
る
弥
勒
寺
西
遺
跡
か
ら
は
、
埋
没
し
て
い
た
古
代
の
谷

川
か
ら
人
形
や
斎
串
な
ど
の
木
製
祭
祀
具
、
二
〇
〇
点
を
超
え
る
墨
書
土
器
、

フ
イ
ゴ
の
羽
口
や
鉄
淳
な
ど
が
出
土
し
、
方
形
に
突
き
出
た
人
工
の
浜
、
湧
水

を
誘
う
井
泉
遺
構
、
祭
祀
場
を
区
画
し
た
掘
立
柱
列
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
出

弥み

勒?
寺じ

西し
遺
跡



土
し
た
木
簡
は
五
点
で
、
古
代
の
谷
川
か
ら

一
三
〇
〇
点
余
り
の
木
製
品
と
と

も
に
出
土
し
た
。
美
濃
地
域
で
は
こ
れ
ま
で
に
古
代
の
木
簡
の
出
土
は
知
ら
れ

て
お
ら
ず
、
今
回
が
初
め
て
の
例
と
な
る
。

墨
書
土
器
は
、
人
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
の
須
恵
器
で
器
種
や
墨
書
部
位
は

様
々
で
あ
り
、
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
も
の
二
三
〇
点
余
の
う
ち
、
解
読
で
き
た

も

の
が

一
〇
〇
点
余
り
あ
る
。
墨
書

に
は
、
「大
寺
」
「寺
」
「厨
」
「寺

（家
と

を
は
じ
め

「廣
万
呂
」
「真
枚
」
「南

（柴
こ

（人
名
）、
「大
田
鳥
」
（地

名
か
）、
「冨
」
「田
冨
」
「福
」
「富
井
」
「大
福
」
（吉
祥
）、
「身
月
園
田
」
（習

書
）、
「池
」
「鬼
女
」
「得
女
」
ズ
福
）
女
」
「家
方
」
「答
」
「定
」
「器
」
「常
」

「中
」
「継
」
「朝

（臣
こ

「南
」
「甲
」
「了
」
「供
」
「麻
」
「巳
人
」
「冨
徳
」

「秋

（廷
こ

「廿
」
「家
」
「橡
」
な
ど
が
あ
り
、
目
下
接
合

・
解
読
中
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔石
力
〕

ｍＷ　　　　　「　一　　一
［日一」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∞〕
〉〈∞ヽ
〉〈ド
枷　　ＯＰＰ

□

（
岸
〇
い
）
×
囀
卜
×
中
　
ｏ
∞
牌

働
　
・
□
国
人
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２

・
□
□
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（滓こ
Ｘ
じ

溢

ｏ驚
　
．

い
は
右
上
を
欠
損
す
る
が
四
辺
は
調
整
さ
れ
、
裏
面
の
上
下
端
は
斜
め
に
面

取
り
さ
れ
て
い
る
。
鋭
利
な
刃
物
に
よ
る
二
本
の
刻
線

（間
隔
は
一
ｍ
程
）
が

あ
り
、
左
下
に
一
文
字
分
の
墨
痕
が
あ
る
。
何
ら
か
の
帳
簿
類
を
転
用
し
た
も

①
　
。
日
日
―Ｉ
Ｈ
日
］人
口
回

・

□

　

口

回

〔后
急
力
〕

ω
　
。
「　
　
　
□
…
□
回
□
□
…

〔九
カ
〕

名
□
口
□
口
…

含

『
９

×

含

９

×

卜
　

ｏ
館

口
回
…
□
□
人
□（

岸
ｏ
⇔
十
Φ
］
十

Ｐ
ｏ
ω
）
×
∞
伽
×
い
　
ｏ
∞
岸
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の
と
思
わ
れ
る
。

②
は
燃
え
さ
し
で
、
上
端
部
に

一
文
字
分
の
墨
痕
が
確
認
で
き
る
。

①
は
上
下
端
と
左
半
分
を
欠
く
。
表
裏
と
も
に
入
念
な
調
整
が
施
さ
れ
、
断

面
形
が
レ
ン
ズ
状
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
表
面
中
程
に

「人
」
と
読
め
る
墨

痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
前
後
の
文
字
は
不
明
で
あ
る
。
裏
面
の
墨
は
流
れ
て
お

り
、
四
文
字
分
が
浮
き
上
が
っ
て
見
え
る
が
解
読
で
き
な
い
。

④
は
三
片
に
折
損
し
、
下
端
を
欠
く
。
破
片
ど
う
し
は
直
接
接
合
せ
ず
、
木

目
の
状
態
か
ら
順
番
を
推
定
し
た
。
表
面
に
は
明
瞭
に
浮
き
上
が
っ
た
文
字
が

見
え
て
お
り
、　
一
定
の
期
間
、
屋
外
で
風
霜
に
曝
さ
れ
る
状
態
に
あ
っ
た
呪
符

と
思
わ
れ
る
が
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
裏
面
は
、
よ
く
調
整

さ
れ
た
面
に
墨
が
残
り
、
下
か
ら
二
文
字
目
の

「人
」
が
確
認
で
き
る
。

①
は
右
端
と
上
部
を
欠
く
。
表
面
は
、
③
側
と
同
様
に
三
文
字
分
が
浮
き
上

が
っ
て
見
え
、　
一
番
下
の
文
字
が

「人
」
と
読
め
る
。
裏
面
に
も
二
文
字
分
程

の
極
め
て
微
細
な
浮
き
上
が
り
が
認
め
ら
れ
る
が
解
読
で
き
な
い
。

ω
ｌ
働
は
全
て
ヒ
ノ
キ
材
で
あ
る
。
な
お
、
釈
文
は
肉
眼
観
察
に
よ
る
も
の

で
、
今
後
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
な
ど
に
よ
る
観
察
に
よ
る
変
更
も
あ
り
得
る
。

９
　
関
係
文
献

田
中
弘
志

「岐
阜
県
弥
勒
寺
遺
跡
群
」
翁
考
古
学
研
究
』
五
〇
十

一
、
二
〇
〇

三
年
）

（田
中
弘
志
）




